
 

 日 時 平成 24 年 2 月 16 日（木） 

      第一部 13:30～14:15  被災地記録映像上映会 

      第二部 14:15～15:30 講演 

 場 所 武庫地区会館 大会議室（ 尼崎市常吉 1丁目 2－8 ） 

 演 題 「尼崎にいても出来る被災地支援とは？ 

―阪神の経験を東北に活かし、我々も備える―」 

 講 師 長尾 和宏氏（長尾クリニック院長） 

  

 内 容 東日本大震災の記録映像を上映し、医師から 

診た被災地支援活動の報告と尼崎での防災対策 

についてお話いただきます。 

 被災地では、様々な問題を残したまま厳しい冬を迎えよう

としています。阪神大震災の経験を活かしできる事は何か、

被災地に足を運ばれたり、市民フォーラム等で支援活動をさ

れている長尾 和宏氏に、医師から診た被災地支援について

の講演をしていただきます。災害が起きたとき、私達に何が

できるのかを一緒に考えてみませんか。 

※ 手話通訳があります。 

※ 車でのご来場はご遠慮ください。 

※ 会場は禁煙です。 

        ご協力をお願いいたします。 

お問合わせ先：武庫地域振興センター 

尼崎市武庫元町 1 丁目 33－9 

電話 6431－7884  

著書：『共震ドクター～阪神、そして東北』（ロハスメディア） 


